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令和 7 年度 元気な八戸づくり若者シンポジウム 
プログラムは都合により修正される場合があります。 

 

 

  

子ども・若者が元気な八戸づくり・地域づくりに関する様々な提案を一堂に会して発表でき

るシンポジウムを開催します。地域づくりに若者の意見を取り入れる一助となるとともに，

若者が地域のことを知るきっかけになり、地域づくりや地域活性化に興味のある多くの世代

間の交流を促進することを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

■ 日時 令和 8年（2026年）2月 22日（日）12:30-16:30 

■ 会場 八戸市美術館 

■ 主催 NPO 法人 地域活性化教育支援ネットワーク（REN） 

■ 後援 一般財団法人青森県工業技術教育振興会、八戸市，八戸工業大学，八戸学院

大学，八戸学院大学短期大学部，八戸工業高等専門学校，八戸商工会議所，

マスコミ各社 

■ 協賛 エイコウコンサルタンツ株式会社、公益財団法人吉原育英会、 

株式会社コサカ技研、株式会社テクノル 

■ 助成 「公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金」助成事業 

 

 

■プログラム概要           司会 石井 隆希（八戸工業大学 4 年） 

11:00-16:30 ポスター掲示 

A 12:30-12:40 開会式          

B 12:40-14:10 発表会（それぞれ６分間の口頭発表と 3 分間の質疑） 

14:10-14:20 休憩 

C 14:20-16:10 討論会（基調講演とパネルディスカッション）   

D 16:10-16:30 閉会式（表彰式、講評と閉会挨拶）       

A 12:30-12:40 開会式            

  挨拶   ：長谷川 明 NPO 法人地域活性化教育支援ネットワーク REN 理事長 

 

D 16:10-16:30 閉会式（表彰、講評、挨拶）              

  表彰   ：授与は表彰機関代表（あるいは代理）の方にお願いします。 

講評   ：金子賢治 実行委員長 （REN 理事、八戸工業大学教授） 

挨拶   ：熊谷雄一 八戸市長 
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B 12:40-14:10 発表会（数字は発表番号）各６分間の口頭発表と 3 分間の質疑 

       最初の質疑は記載の担当機関が行ない、その後フロアからお願いします。 

 発表題名 発表者 発表者所属 質疑 

１ 

八戸市の地域をよりよい

ものにする～八工建築科

生の未来プロジェクト～ 

奥寺星仁、杉村徠斗、 

高舘輝斗、町哉汰 

青森県立八戸

工業高等学校 

八戸工業

大学 

２ 
チャーム∞に参加して見

えてきた八戸の未来 舘松美祁 
八戸工業大学

第一高等学校 

八戸工業

大学 

３ 
八戸の海まるごと探検プ

ロジェクト 
市島沙和、川村心菜、 

高渕紗也、立﨑彩芽 

八戸工業高等

専門学校 

八戸学院

大学 

４ 

下水道データを用いた八

戸市の地盤陥没リスクマ

ップ 

田端陸玖 八戸工業大学 
八戸学院

大学 

５ 

八戸市に国立大学を設立

する 
和田佳都、上平大貴、 

工藤理壱、加藤獅庵, 

宮崎竜門 

八戸工業高等

専門学校 

八戸学院

大学短期

大学部 

６ 

～三種の光と美味い飯～

江陽デコトラ夜市 田中海斗、細川龍一郎、

加藤優 

八戸工業高等

専門学校 

八戸学院

大学短期

大学部 

７ 

八戸港町アーケード 杉本龍之介、原周平、 

小田桐遙希、横内陸、 

小川大和 
八戸工業大学 

八戸学院

大学 

８ 

キャンパスとオフィスで

にぎわう中心街 
工藤良唯、田名部昴大、

山中大雅、成田礼侍、 

木村明日香 
八戸工業大学 

八戸学院

大学短期

大学部 

 

 

C 14:20-16:10 討論会（基調講演とパネルディスカッション）  

 

■ テーマ「中学生による地域企業・地域大学見学会」を振り返って 

■ 基調講演  

講師 八戸市教育委員会教育指導課実践支援グループ主任指導主事 馬渡 正仁 

演題 「中学生による地域企業・地域大学見学会」を振り返って 

■ パネルディスカッション 

●コーディネーター：REN 長谷川 明 

●パネリスト 

教育：教育委員会（馬渡 正仁 主任指導主事） 

八戸市立是川中学校（三𣘺 央尚 校長） 

企業：旭光通信システム株式会社（秋山 恭範  八戸事業所所長） 

三浦建設工業株式会社（三浦 統巨 代表取締役） 

大学：八戸工業大学（高橋 晋 教授） 

 


